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被災後の不規則な生活（睡眠不足など）や栄養状態の悪化、口腔衛生状態の低下、義歯の紛失などが重

なり、肺炎を起こしやすくなることが知られています。阪神淡路大震災、中越・中越沖地震での経験から、

口腔ケアによる予防効果が示唆されています。特に高齢者の方では、嚥下（飲み込み）に障害を有する場

合が多く、就寝中にムセなどの症状もなく唾液が気管に入り込み（＝誤嚥）、肺炎を起こすことが明らかに

なってきました。 

     歯磨きをしないで口が汚れている場合      歯磨きをして口がキレイな場合 

  
 このように、口腔ケアで口を清潔にしておくと、誤嚥しても肺炎を起こしにくくなります 

きれいな唾液では誤嚥しても肺炎を起こしにくい！ 

 
水の使用を最低限にしなければならない被害地域の方の口腔ケア 

● 含嗽可能な自立度のある高齢者の場合（口角炎や乾燥による粘膜あれがあるため、まず口唇を水でぬらす） 

① 最低限度（おおよそ 2回ほど）嗽ができる水（約 30-40ml）を用意 

②  別のコップに最低20mlほどの水を用意し、歯ブラシを濡らしその歯ブラシについた水で口内を加湿（十分濡らす） 

③ こまめに歯ブラシを②の容器で水洗いしながら歯磨きを繰り返す。最後に①で嗽をして終了（嗽は一度に多量の水

を含むよりも「少量ずつ口に含んで吐き出す」を繰り返す方が効果的です） 

● 含嗽ができない要介護者や嚥下障害者などの方の場合（まず、口唇や口内の乾燥部位を水で濡らして加湿する） 

① 30ml 程度の水の入ったコップ Aと B を２つ用意 

② 歯ブラシを水で濡らし、その歯ブラシについた水で口内を加湿しながら歯磨き 

③ 歯磨きをしながら口内の汚染物を布（ガーゼ）やティシュで回収する（ガーゼやティシュがなければ、台所のスポ

ンジのかけらをカットして代用ください） 

④ こまめに、歯ブラシを①の A コップ（洗い専用）で水洗いしながら、もう一つの B コップ（A で洗ったら、B でキ

レイな水でゆすぐ）に歯ブラシをつけてキレイな水がついた歯ブラシで歯磨きを繰り返す 

⑤ 最後に口内の汚染物を回収し終了。リップクリームがあれば口唇に塗布 

※ 通常の歯磨き剤を使うと水が多く必要です。基本的に歯磨きは水で十分ですがイソジンや歯科支援隊からの洗口剤

があれば洗浄コップに微量添加するとよいです。また、口腔保湿剤があれば口内乾燥が緩和されます。 

※ 高齢者や嚥下障害者は、口内を拭くだけでは肺炎リスクが高くなります。 

口腔ケアで肺炎予防 

( 社 ) 全 国 在 宅 歯 科 診 療 ・ 口 腔 ケ ア 連 絡 会  



 

 

 

 

災害時には、入れ歯を紛失する方が多くバランスのとれていない食事などで復旧まで虚

弱状態の方の ADL が低下します。もともと、虚弱高齢者や要介護者は飲み込む力や飲み込

む時の気管のフタの反射が低下しており、誤って唾液や食物が気管に入ってしまうことが

あります。さらに、災害時によるダメージや低栄養から肺炎の発症率（阪神・淡路震災後 2

か月以内の関連死 922 名のうち肺炎が 24%）が高まります。 

 

           健常者            飲み込み障害者 

 

   

義歯がないと食物を粉砕できず、塊のまま飲み込むしかできません。そのため、ﾊﾞﾗﾊﾞﾗ

の食物がノドに送り込まれることで、気管に誤って入りやすくなります。 

是非、歯科支援隊からの義歯調整の実施や、「被災地で義歯を紛失した虚弱高齢者や摂食

嚥下障害の方への食事への一工夫（被災地で食事や健康を担当している看護・介護・一般

市民向け）」をご覧ください。 

( 社 ) 全 国 在 宅 歯 科 診 療 ・ 口 腔 ケ ア 連 絡 会  

災害時に起こりやすい誤嚥性肺炎 

-虚弱高齢者や要介護者の方へ- 



 

 

 

虚弱高齢者は低栄養状態の方が多く、災害によるバランスのとれていない食事や義歯の

紛失などで ADL の低下や感染症の発生率が高まります。（阪神・淡路震災後 2か月以内の

疾病のうち肺炎が最も多い） 

 

 

 

 

 

口腔ケアにて咽頭部を含む口腔の細菌を少なくして、その細菌の出す酵素が減少すると、

インフルエンザウイルスの表層にある突起の分解が阻止されることで、インフルエンザ菌

の生体への侵入が防止されることが示唆されています。 

    

   手洗い           マスク        うがい           口腔ケア 

 

口腔ケアで肺炎予防！ 

( 社 ) 全 国 在 宅 歯 科 診 療 ・ 口 腔 ケ ア 連 絡 会  

風邪・肺炎・インフルエンザ予防には 

手洗い+マスク+うがい(口腔)ケア 


